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編 集 後 記

私たちが敬愛する徐方啓先生が，２０２１年３月に逝去されました。あまりに

も突然のお別れに，哀切の念が絶えません。

徐方啓先生が天国へ旅立たれたご連絡を私たちが受けた時は，本論集が徐

方啓先生の退任記念論号として編集作業が行われていた最中でありました。

徐方啓先生の訃報に接し，本論集は急遽，退任記念号改め，追悼号として編

纂することといたしました。

徐方啓先生は２００８年に近畿大学経営学部ご着任後，２０１１年には近畿大学に

経営イノベーション研究所を設立され，初代所長として国際的有識者を招聘

なさるなど，経営学部内外の重要な研究活動の中心的人物としてご活躍なさ

るとともに，多くの学会や委員会で責務ある役職を歴任されました。近畿大

学定年退職後も，精力的にご執筆，ご研究を継続されておられました。そし

て遺作となった最後の書籍も徐方啓先生のご遺族が校正を引き継がれ，無事

に出版されました。

本論集には，企画ページとして徐方啓先生の「ライフヒストリー」が掲載

されております。これは元々，退任記念号の企画として作成していたもので

した。ご生前の徐方啓先生にもご協力をいただいていたものでしたので，追

悼号に変更後もそのまま残させていただきました。

最後になりましたが，論文をご寄稿いただいた先生方，徐方啓先生の業績

リスト作成に多大なるご協力を賜りました南開大学外国語学院教授の劉雨珍

先生，ライフヒストリーの編纂にご協力いただいた一橋大学名誉教授の野中

郁次郎先生，そして徐柴愛先生に，心より感謝申し上げます。

『商経学叢』徐方啓先生追悼号編集委員会

筒　井　万理子　　團　　　泰　雄

上小城　伸　幸　　千　手　崇　史

玉　置　　　了　　辺　　　成　祐
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